
2.8 

23.9 

16.3 

17.6 

15.2 

6.0 

10.9 

5.3 

1.9 

0% 10% 20% 30%

東部エリア

南部エリア

中心部東エリア

中心部西エリア

南西エリア

西部エリア・島しょ部

北部エリア

北条エリア

無回答

令和８(2026)年３月
調査目的

第７次松山市総合計画に掲げた各政策の進捗に対する市民の実感や現状等を把握するため、
市民に対する意識調査を実施し、計画的かつ効率的な進行管理を図るための基礎資料とする。

調査設計

（１）調査方法
郵送調査（郵送配付、郵送・インターネット回答）

（２）調査期間
令和８年１月５日（月）～１月23日（金）

（３）調査対象者
18歳以上の市民2,500人

（４）抽出方法
住民基本台帳から無作為抽出

有効回答数

対象者数 回収種別 回収数 回収率

2,500件

全体 1,358件 54.3％

うち郵送回収 668件 49.2％

うちインターネット回収 690件 50.8％

令和７年度 松山市 市民意識調査 (概要版)

回答者の属性

性別（n=1,358） 年代別（n=1,358）

居住地域（n=1,358） 1

男性

39.2%

女性

56.8%

回答しない

4.0%
20歳代以下

9.7%

30歳代

13.0%

40歳代

16.3%

50歳代

18.0%

60歳代

20.3%

70歳以上

20.9%

無回答

1.8%



分野別の要点（全体結果）

2

こども・教育

・『子育てしてよかったと思う』市民の割合は 93.9％

福祉

・『地域や社会とのつながりを感じている』市民の割合は 65.7％

・「生きがいを感じる活動や社会活動等に参加している」

高齢者の割合は 40.8％

・「民生・児童委員制度を知っている」市民の割合は 20.5％

健康・医療

・『医療体制が充実していると思う』市民の割合は 82.4％

・「生活習慣病予防を意識した運動・食生活などを６か月以上

継続している」市民の割合は 43.5％

共生・コミュニティ

・地域に『愛着や誇りを感じている』市民の割合は 78.4％

・住んでいる地域の『地域活動が盛んだと思う』市民の割合は 65.4％

・「地域活動に参加している」市民の割合は 32.3％

・『文化芸術活動を行っている』市民の割合は 31.2％

・『『坂の上の雲』のまちづくりを知っている』市民の割合は 69.9％

都市空間

・松山市は『住みやすいと思う』市民の割合は 91.9％

・今後も松山市に『住み続けたいと思う』市民の割合は 81.9％

都市の魅力

・『松山市の魅力を友人や知人に紹介したいと思う』市民の割合は 71.7％

・『松山市を文化的なまちだと思う』市民の割合は 82.1％

・『「幸せになろう。」を見たり聞いたりしたことがある』市民の割合は 45.8％

・『「幸せになろう。」の内容に共感できる』市民の割合は 75.2％

経済・産業

・現在の職場が『働きやすいと思う』市民の割合は 77.4％

・現在非正規雇用で、今後『正規雇用で働きたい』市民の割合は 38.1％

交通

・気軽に目的地へ『移動しやすいと思う』市民の割合は 66.3％

・松山市は『公共交通の便利なまちだと思う』市民の割合は 42.9％

環境

・『環境にやさしい行動をしていると思う』市民の割合は 81.1％

連携

・『デジタル化で生活が便利になったと思う』市民の割合は 75.0％

・『ＳＤＧｓについて知っている』市民の割合は 83.3％

安全・安心

・『日頃から災害に備えていると思う』市民の割合は 55.9％

・『日頃から災害に備えていると思わない』市民の割合は 43.8％

・「家庭内備蓄をしている」市民の割合は 72.5％

・「家具固定をしている」市民の割合は 32.1％

※『 』は２項目を合計した指標を示す。



１人

46.7%

２人

35.3%

３人

13.7%

４人以上

1.6%

無回答

2.6%

こども・教育について
１

3

『こどもがいる』（「18歳未満のこどもがいる」と「18歳以上のこどもがいる」の合計）市民の割合は67.2％。
うち、「18歳未満のこどもがいる」市民の割合は、22.5％となっている。

18歳未満のこどものうち、その人数は「１人」（46.7％）が最多となり、こどもの年齢は「中学生以上」（46.7％）が
最も高くなっている。

こどもの状況

【問６】こどもの有無（n=1,358）
単一回答

【問７】こどもの人数（n=306）
単一回答

【問７】こどもの年齢（n=306）
複数回答

36.3 

42.5 

46.7 

2.6 

0% 20% 40% 60%

未就学児

小学生

中学生以上

無回答

【問７】は【問６】で「18歳未満のこどもがいる」と
回答した方を対象とした設問

18歳未満の

こどもがいる

22.5%

18歳以上の

こどもがいる

44.7%

こどもは

いない

31.6%

無回答

1.2%



n=

913 70.9 23.0 2.6 0.7 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

『子育てしてよかったと思う』（※１）市民の割合は93.9％で、令和６年度の95.6％より1.7ポイント減少した。
『子育てしてよかったと思わない』（※２）市民の割合は3.3％で、令和６年度の3.7％と同程度となった。

＜「18歳未満のこどもがいる」又は「18歳以上のこどもがいる」とお答えの方のみ＞

問９ あなたは「子育てしてよかった」と思うか。（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『子育てしてよかったと思う』93.9％

「経済的な負担が大きい」が46.7％で最も高く、次いで「子育てと仕事（キャリア）の両立が難しい」（40.0％）、
「頼れる人・場所がない（少ない）」（30.0％）の順となっている。

＜問９で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問10 「子育てしてよかった」と思わない理由（複数回答）

n=30

4

『子育てしてよかったと思わない』3.3％

46.7 

40.0 

30.0 

16.7 

3.3 

0% 20% 40% 60%

経済的な負担が大きい

子育てと仕事（キャリア）の両立が難しい

頼れる人・場所がない（少ない）

その他

無回答
回答母数が50件未満であるため、
参考値とする。



5

『子育てしてよかったと思う』市民の割合は、性別では、［男性］（91.6％）、［女性］（95.5％）で［女性］が全体値
（93.9％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［30歳代］（97.9％）が最も高く全体値を4.0ポイント上回る。

n=

913

男 性 343

女 性 542

回 答 し な い 28

20 歳 代 以 下 15

30 歳 代 96

40 歳 代 156

50 歳 代 178

60 歳 代 217

70 歳 以 上 238

全 体

性
別

年
齢

別

70.9

66.8

73.4

71.4

46.7

78.1

71.8

70.2

71.9

68.9

23.0

24.8

22.1

17.9

46.7

19.8

25.6

27.0

21.2

20.2

2.6

3.5

2.0

3.6

6.7

1.0

0.6

1.7

3.7

4.2

0.7

0.9

0.4

3.6

1.9

0.5

0.8

2.8

4.1

2.0

3.6

1.0

1.1

2.8

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

問９ 『子育てしてよかったと思う』性別／年齢別結果
クロス
集計



n=

1,358 19.1 46.6 23.4 10.4 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

福祉について
２

『地域や社会とのつながりを感じている』（※１）市民の割合は65.7％で、令和６年度の62.0％より3.7ポイント増加した。
『地域や社会とのつながりを感じていない』（※２）市民の割合は33.8％で、令和６年度の37.9％より4.1ポイント減少した。

問11 「地域や社会とのつながり」を感じるか（単一回答）

（※１）「感じる」＋「どちらかといえば感じる」 （※２）「感じない」＋「どちらかといえば感じない」

『地域や社会とのつながりを感じている』65.7％ 『地域や社会とのつながりを感じていない』33.8％

「地域や社会とのつながりを持つ機会がない」が71.2％で最も高く、次いで「誰かの役に立っていることを実感する機会が
ない」（30.5％）、「困ったときに相談できる相手がいない」（28.3％）の順となっている。

＜問11で「どちらかといえば感じない」又は「感じない」とお答えの方のみ＞

問12 「地域や社会とのつながり」を感じない（感じにくい）理由（複数回答）

n=459

6

71.2 

30.5 

28.3 

5.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

地域や社会とのつながりを持つ機会がない

誰かの役に立っていることを実感する機会がない

困ったときに相談できる相手がいない

その他

無回答



7

資料2

『地域や社会とのつながりを感じている』市民の割合は、性別では、［男性］（61.1％）、［女性］（69.1％）で［女性］が全
体値（65.7％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［70歳以上］（75.0％）が最も高く全体値を上回る。なお［20歳代以下］（56.0％）が最も低い結果となった。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢

別

19.1

17.3

20.7

13.0

13.6

9.1

20.4

17.6

22.1

25.0

46.6

43.8

48.4

48.1

42.4

49.4

45.2

49.6

43.1

50.0

23.4

25.4

22.5

16.7

29.5

26.1

24.0

22.1

25.0

18.3

10.4

13.3

7.9

16.7

13.6

15.3

10.4

10.2

9.1

6.7

0.5

0.2

0.4

5.6

0.8

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

資料1 問11 『地域や社会とのつながりを感じている』性別／年齢別結果
クロス
集計



「参加している」65歳以上の市民の割合は40.8％で、令和６年度の40.6％と同程度となった。
「参加していない」65歳以上の市民の割合は58.5％で、令和６年度の59.4％と同程度となった。

問13 生きがいを感じる活動や社会活動等への参加状況（単一回答）

「趣味の活動」が45.3％で最も高く、次いで「仕事」（36.5％）、「ボランティア」（28.8％）の順となっている。

＜問13で「参加している」とお答えした65歳以上の方のみ＞

問14 参加している活動（複数回答）

8

n=

417 40.8 58.5 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加していない 無回答

n=170

45.3

36.5

28.8

10.6 

0.6 

0% 20% 40% 60%

趣味の活動

仕事

ボランティア

その他

無回答

「内容を知っている」市民の割合は20.5％で、令和６年度の24.9％より4.4ポイント減少した。

問15 「民生委員・児童委員制度」の認知度（単一回答）

n=

1,358 20.5 61.1 17.2 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容を知っている 聞いたことはあるが、内容はよく分からない 知らない 無回答

65歳以上の市民



9

資料3

生きがいを感じる活動や社会活動等に「参加している」市民の割合は、性別では、［男性］（44.4％）、［女性］（53.5％）で
［女性］が全体値（49.7％）を上回る結果となっている。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

全 体

性
別

49.7

44.4

53.5

48.1

49.7

55.3

46.1

46.3

0.6

0.4

0.4

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加していない 無回答

資料2資料1 問13 生きがいを感じる活動や社会活動等に「参加している」性別結果
クロス
集計



健康・医療ついて
３

『医療体制が充実していると思う』（※１）市民の割合は82.4％で、令和６年度の85.0％より2.6ポイント減少した。
『医療体制が充実していると思わない』（※２）市民の割合は17.0％で、令和６年度の14.9％より2.1ポイント増加した。

問16 松山市の「医療体制が充実している」と思うか（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『医療体制が充実していると思う』82.4％ 『医療体制が充実していると思わない』17.0％

「夜間・休日に診てくれる医療機関が少ない」が60.2％で最も高く、次いで「日頃から健康相談できる医師・医療機関がない」
（28.1％）、「かかりたい診療科がない（少ない）」（13.0％）の順となっている。

＜問16で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問17 松山市の「医療体制が充実している」と思わない理由（複数回答）

n=231

10

n=

1,358 16.6 65.8 13.0 4.0 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

60.2 

28.1 

13.0 

16.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

夜間・休日に診てくれる医療機関が少ない

日頃から健康相談できる医師・医療機関がない

かかりたい診療科がない（少ない）

その他

無回答



「生活習慣病予防を意識した運動・食生活などを６か月以上継続している」市民の割合は43.5％で、令和６年度の46.5％より
3.0ポイント減少した。

問18 生活習慣病予防を意識した生活改善への取組状況（単一回答）

「６か月以上継続している」43.5％

11

n=

1,358 43.5 15.8 40.1 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいる（６か月以上） 取り組んでいる（６か月未満） 取り組んでいない 無回答

資料4

『医療体制が充実していると思う』市民の割合は、性別では、男女ともに全体値（82.4％）と同程度となった。

年齢別では、［20歳代以下］（89.4％）が最も高く全体値を上回る。

資料3資料2資料1 問16 『医療体制が充実していると思う』性別／年齢別結果

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢

別

16.6

17.7

16.2

11.1

15.2

18.2

15.8

13.5

13.8

22.9

65.8

65.4

66.5

61.1

74.2

65.3

64.7

64.8

65.9

64.4

13.0

12.4

13.0

20.4

6.8

13.1

14.0

18.0

13.4

9.9

4.0

3.9

3.9

5.6

3.8

3.4

5.4

2.9

5.8

2.1

0.6

0.6

0.5

1.9

0.8

1.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

クロス
集計



共生社会・コミュニティついて
４

地域に『愛着や誇りを感じている』（※１）市民の割合は78.4％で、令和６年度の78.6％と同程度となった。
地域に『愛着や誇りを感じていない』（※２）市民の割合は21.0％で、令和６年度の21.1％と同程度となった。

問21 居住地域に「愛着や誇り」を感じているか（単一回答）

（※１）「感じる」＋「どちらかといえば感じる」 （※２）「感じない」＋「どちらかといえば感じない」

『愛着や誇りを感じている』78.4％ 『愛着や誇りを感じていない』21.0％

「地域住民との関わりが少ない」が52.1％で最も高く、次いで「お気に入りの店や場所が少ない」（45.8％）、
「地域の魅力を知らない」（36.0％）の順となっている。

＜問21で「どちらかといえば感じない」又は「感じない」とお答えの方のみ＞

問22 「愛着や誇り」を感じない（感じにくい）理由（複数回答）

n=286

12

n=

1,358 24.2 54.2 14.9 6.1 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

52.1 

45.8 

36.0 

11.9 

0.0 

0% 20% 40% 60%

地域住民との関わりが少ない

お気に入りの店や場所が少ない

地域の魅力を知らない

その他

無回答
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資料5

地域に『愛着や誇りを感じている』市民の割合は、性別では、［男性］（75.9％）、［女性］（81.3％）で［女性］が全体値
（78.4％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［70歳以上］（83.1％）が最も高く、［50歳代］（75.4％）が最も低い結果となった。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢

別

24.2

22.9

25.9

13.0

25.0

20.5

25.8

21.3

22.5

28.5

54.2

53.0

55.4

48.1

50.8

55.7

54.3

54.1

56.5

54.6

14.9

17.1

13.3

16.7

15.9

15.9

15.4

16.0

16.7

10.9

6.1

6.2

5.2

18.5

6.1

8.0

4.1

8.2

4.0

6.0

0.5

0.8

0.1

3.7

2.3

0.5

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない 無回答

資料4資料3資料2資料1 問21 地域に『愛着や誇りを感じている』性別／年齢別結果
クロス
集計



住んでいる地域の『地域活動が盛んだと思う』（※１）市民の割合は65.4％で、令和６年度の68.6％より3.2ポイント減少した。
住んでいる地域の『地域活動が盛んだと思わない』（※２）市民の割合は34.0％で、令和６年度の30.5％より3.5ポイント増加した。

問23 居住地域での地域活動が盛んだと思うか（単一回答）

『地域活動が盛んだと思う』65.4％ 『地域活動が盛んだと思わない』34.0％

地域活動に「参加している」市民の割合は32.3％で、令和６年度の35.1％より2.8ポイント減少した。

問24 地域活動への参加状況（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

14

n=

1,358 14.3 51.1 23.9 10.1 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

n=

1,358 32.3 67.1 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加していない 無回答
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資料6

地域活動に「参加している」市民の割合は、性別では、［男性］（29.7％）、［女性］（34.3％）で［女性］が全体値
（32.3％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［70歳以上］（40.1％）が最も高く、［20歳代以下］（13.6％）が最も低い結果となった。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢
別

32.3

29.7

34.3

29.6

13.6

30.7

34.8

31.1

34.8

40.1

67.1

69.7

65.3

66.7

85.6

69.3

64.7

68.4

65.2

58.8

0.6

0.6

0.4

3.7

0.8

0.5

0.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加していない 無回答

資料5資料4資料3資料2資料1 問24 地域活動に「参加している」性別／年齢別結果
クロス
集計



『文化芸術活動を行っている』（※１）市民の割合は31.2％で、令和６年度の31.3％と同程度となった。
『文化芸術活動を行っていない』（※２）市民の割合は68.1％で、令和６年度の68.2％と同程度となった。

問26 生活の中での文化芸術活動の実施状況（単一回答）

『文化芸術活動を行っている』31.2％ 『文化芸術活動を行っていない』68.1％

『『坂の上の雲』のまちづくりを知っている』（※３）市民の割合は69.9％となった。

問27 『坂の上の雲』のまちづくり認知度（単一回答）

『まちづくりを知っている』69.9％

（※１）「よく行っている」＋「ときどき行っている」 （※２）「あまり行っていない」＋「行っていない」

（※３）「内容も含め知っている」＋「内容は分からないが聞いたことがある」

16

n=

1,358 6.5 24.7 27.2 40.9 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく行っている ときどき行っている あまり行っていない 行っていない 無回答

n=

1,358 7.0 62.9 28.9 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容も含め知っている 内容は分からないが聞いたことがある 知らない（聞いたこともない） 無回答



都市の魅力について
５

『松山市の魅力を友人や知人に紹介したいと思う』（※１）市民の割合は71.7％で、令和６年度の74.1％より2.4ポイント減少した。
『松山市の魅力を友人や知人に紹介したいと思わない』（※２）市民の割合は27.7％で、令和６年度の25.5％より2.2ポイント増加
した。

問28 「松山市の魅力を友人や知人に紹介したい」と思うか（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『紹介したいと思う』71.7％ 『紹介したいと思わない』27.7％

「紹介するほど魅力を感じていない」が51.9％で最も高く、次いで「紹介する機会がない」（48.1％）、
「松山市の魅力を知らない」（18.4％）の順となっている。

＜問28で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問29 ｢松山市の魅力を友人や知人に紹介したい｣と思わない理由（複数回答）

n=376
17

n=

1,358 17.7 54.0 20.8 6.9 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

51.9 

48.1 

18.4 

4.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

紹介するほど魅力を感じていない

紹介する機会がない

松山市の魅力を知らない

その他

無回答
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資料7

『松山市の魅力を友人や知人に紹介したいと思う』市民の割合は、年齢別では、［70歳以上］（78.9％）が最も高く、

［30歳代］（62.5％）が最も低い結果となった。

居住経験別では、［Ｕターン］（72.2％）が最も高く、［生まれてからずっと松山市に居住している］（71.1％）が最も低い
結果となっている。

n=

1,358

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

生まれてからずっと松山市に
居 住 し て い る

426

Ｕ タ ー ン 281

I タ ー ン 625

そ の 他 20

全 体

年
齢
別

居
住
経
験
別

17.7

20.5

13.1

18.1

12.7

18.5

22.9

18.3

18.1

17.1

25.0

54.0

53.8

49.4

51.6

57.8

53.6

56.0

52.8

54.1

54.6

55.0

20.8

15.2

27.8

23.5

24.6

19.6

15.1

21.4

20.6

20.8

15.0

6.9

10.6

9.1

6.8

4.5

8.0

4.9

7.0

6.8

7.0

5.0

0.6

0.6

0.4

0.4

1.1

0.5

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

資料6資料5資料4資料3資料2資料1 問28 『松山市の魅力を友人や知人に紹介したいと思う』年齢別／居住経験別結果
クロス
集計



『松山市を文化的なまちだと思う』（※１）市民の割合は82.1％で、令和６年度の83.2％より1.1ポイント減少した。
『松山市を文化的なまちだと思わない』（※２）市民の割合は16.6％で、令和６年度の14.5％より2.1ポイント増加した。

問30 松山市を文化的なまちだと思うか（単一回答）

『文化的なまちだと思う』82.1％ 『文化的なまちだと思わない』16.6％

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『「幸せになろう。」を見たり聞いたりしたことがある』（※３）市民の割合は45.8％となっている。

問31 松山市のブランドメッセージ「幸せになろう。」の認知度（単一回答）

（※３）「内容も含め知っている」＋「内容は分からないが、見たり聞いたりしたことがある」

『「幸せになろう。」の内容に共感できる』（※４）市民の割合は75.2％、『「幸せになろう。」の内容に共感できない』（※５）
市民の割合は21.3％となっている。

問32 松山市のブランドメッセージ「幸せになろう。」の共感度（単一回答）

（※４）「共感できる」＋「どちらかといえば共感できる」 （※５）「共感できない」＋「どちらかといえば共感できない」

『見たり聞いたりしたことがある』45.8％

『共感できる』75.2％ 『共感できない』21.3％

19

n=

1,358 23.0 59.1 12.5 4.1 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

n=

1,358 6.8 39.0 52.7 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容も含め知っている 内容は分からないが、見たり聞いたりしたことがある 知らない（聞いたこともない） 無回答

n=

1,358 21.9 53.3 14.1 7.2 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

共感できる どちらかといえば共感できる どちらかといえば共感できない 共感できない 無回答



n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢

別

65.9

69.2

63.7

64.8

79.5

88.6

87.8

82.4

60.1

22.9

33.1

30.1

35.8

25.9

20.5

11.4

11.3

16.8

38.8

76.8

1.0

0.8

0.5

9.3

0.9

0.8

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就業している 就業していない 無回答

経済・産業について
６

20

n=

895

男 性 368

女 性 492

回 答 し な い 35

20 歳 代 以 下 105

30 歳 代 156

40 歳 代 194

50 歳 代 201

60 歳 代 166

70 歳 以 上 65

全 体

性
別

年
齢

別

56.3

68.8

47.4

51.4

65.7

77.6

60.3

62.2

34.3

16.9

33.4

18.5

44.5

34.3

32.4

16.7

28.9

33.8

49.4

44.6

9.4

12.5

6.7

14.3

1.9

5.8

10.8

4.0

13.3

33.8

0.9

0.3

1.4

3.0

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規雇用 非正規雇用 その他（自営業など） 無回答

【問33】（単一回答）

就業者は全体の65.9％を占める。

【問36】（単一回答）

就業者のうち、正規雇用者は
全体の56.3％、非正規雇用者は
33.4％を占める。

【問36】は【問33】で「就業している」と
回答した方を対象とした設問



n=

895 28.2 49.2 16.0 5.8 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

現在の職場が『働きやすいと思う』（※１）市民の割合は77.4％で、令和６年度の70.8％より6.6ポイント増加した。
現在の職場が『働きやすいと思わない』（※２）市民の割合は21.8％で、令和６年度の27.1％より5.3ポイント減少した。

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『働きやすいと思う』77.4％ 『働きやすいと思わない』21.8％

「収入（給与・賞与）が低い」が69.7％で最も高く、次いで「相談できる上司や先輩がいない」、「職場の設備が不十分」
（ともに34.9％）の順となっている。

＜問34で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問35 「働きやすい」と思わない理由（複数回答）

n=195

＜問33で「就業している」とお答えの方のみ＞

問34 現在の職場環境が「働きやすい」と思うか（単一回答）

21

69.7 

34.9 

34.9 

34.4 

33.3 

29.7 

15.9 

13.3 

14.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

収入（給与・賞与）が低い

相談できる上司や先輩がいない

職場の設備が不十分

年次休暇や育児・介護休暇を取得しづらい

福利厚生が充実していない

残業や休日出勤が多い

自身のスキルアップができない

自宅から勤務地まで遠い

その他

無回答
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資料8

現在の職場が『働きやすいと思う』市民の割合は、性別では、［男性］（81.0％）、［女性］（74.4％）で［男性］が全体値
（77.4％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［70歳以上］（92.3％）で最も高く、［20歳代以下］（71.5％）が最も低い結果となった。

n=

895

男 性 368

女 性 492

回 答 し な い 35

20 歳 代 以 下 105

30 歳 代 156

40 歳 代 194

50 歳 代 201

60 歳 代 166

70 歳 以 上 65

全 体

性
別

年
齢
別

28.2

27.7

28.5

28.6

26.7

25.0

27.8

28.4

25.3

47.7

49.2

53.3

45.9

51.4

44.8

49.4

50.0

47.3

54.2

44.6

16.0

12.2

19.3

8.6

19.0

14.7

19.1

16.9

15.1

4.6

5.8

5.7

5.5

11.4

8.6

10.3

3.1

6.5

3.6

1.5

0.9

1.1

0.8

1.0

0.6

1.0

1.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

資料7資料6資料5資料4資料3資料2資料1 問34 現在の職場が『働きやすいと思う』性別／年齢別結果
クロス
集計



現在非正規雇用で、今後『正規雇用で働きたい』（※１）市民の割合は38.1％、
現在非正規雇用で、今後も『非正規雇用で働きたい』（※２）市民の割合は60.8％となっている。

『正規雇用で働きたい』38.1％ 『非正規雇用で働きたい』60.8％

（※１）「正規雇用で働きたい」＋「どちらかといえば正規雇用で働きたい」
（※２）「非正規雇用で働きたい」＋「どちらかといえば非正規雇用で働きたい」

＜問36で現在の雇用形態を「非正規雇用」とお答えの方のみ＞

問37 正規雇用を希望するか（単一回答）

「自分の都合の良い勤務日・時間・場所で働くことができないから」が38.6％で最も高く、次いで「家事・育児・介護など
との両立が難しいから」（25.4％）の順となっている。

＜問37で「正規雇用で働きたい」又は「どちらかといえば正規雇用で働きたい」とお答えの方のみ＞

問38 非正規雇用で働いている理由（複数回答）

n=114
23

38.6 

25.4 

21.1 

21.1 

19.3 

13.2 

11.4 

11.4 

10.5 

3.5 

7.0 

0.0 

0% 20% 40%

自分の都合の良い勤務日・時間・場所で働くことができないから

家事・育児・介護などとの両立が難しいから

働きたいと感じる正規雇用の仕事が見つからなかったから

学歴や職歴、スキルに自信がないから

正規雇用での採用に至らなかったから

配偶者の扶養内で仕事をしているから

病気などで長時間の勤務が難しいから

学業と両立したいから

希望する業種や資格・技能をいかした正規雇用の募集がないから

希望する職業に就くためのステップとして現在の仕事を選んだから

その他

無回答

正規雇用で働きたい どちらかといえば正規雇用で働きたい どちらかといえば非正規雇用で働きたい 非正規雇用で働きたい 無回答

n=

299 13.7 24.4 30.4 30.4 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



交通について
７

気軽に目的地へ『移動しやすいと思う』（※１）市民の割合は66.3％で、令和６年度の68.6％より2.3ポイント減少した。
気軽に目的地へ『移動しやすいと思わない』（※２）市民の割合は33.4％で、令和６年度の31.1％より2.3ポイント増加した。

問39 松山市は自分に合った移動手段で気軽に目的地へ「移動しやすい（出かけやすい）」と思うか（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『移動しやすいと思う』66.3％ 『移動しやすいと思わない』33.4％

「移動手段が少ない」が74.4％で最も高く、次いで「渋滞・混雑している」（35.1％）、「交通事故の危険性を感じる」
（16.8％）の順となっている。

＜問39で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問40 「移動しやすい」と思わない理由（複数回答）

n=453

24

n=

1,358 23.3 43.0 21.2 12.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

74.4 

35.1 

16.8 

18.1 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

移動手段が少ない

渋滞・混雑している

交通事故の危険性を感じる

その他

無回答



松山市は『公共交通の便利なまちだと思う』（※１）市民の割合は42.9％で、令和６年度の50.4％より7.5ポイント減少した。
松山市は『公共交通の便利なまちだと思わない』（※２）市民の割合は51.0％で、令和６年度の48.9％より2.1ポイント増加した。

問41 松山市が公共交通の便利なまちだと思うか（単一回答）

『公共交通が便利だと思う』42.9％ 『公共交通が便利だと思わない』51.0％

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

25

n=

1,358 9.6 33.3 29.2 21.8 6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

問39 気軽に目的地へ『移動しやすいと思う』性別／地域別結果

気軽に目的地へ『移動しやすいと思う』市民の割合は、性別では、［男性］（67.6％）、［女性］（66.0％）で［男性］が全体
値（66.3％）を上回る結果となっている。

地域別では、［中心部西エリア］（70.7％）が最も高く、［北部エリア］（57.4％）が最も低い結果となった。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

東 部 エ リ ア 38

南 部 エ リ ア 325

中 心 部 東 エ リ ア 222

中 心 部 西 エ リ ア 239

南 西 エ リ ア 207

西 部 エ リ ア ・ 島 し ょ 部 81

北 部 エ リ ア 148

北 条 エ リ ア 72

全 体

性
別

地
域
別

23.3

24.2

23.3

13.0

15.8

23.4

24.3

29.3

21.3

19.8

19.6

23.6

43.0

43.4

42.7

42.6

50.0

40.0

45.9

41.4

46.4

50.6

37.8

41.7

21.2

20.9

21.6

18.5

7.9

23.1

20.3

18.4

23.2

18.5

27.7

19.4

12.2

11.1

12.0

24.1

26.3

13.5

9.0

10.9

9.2

9.9

14.2

13.9

0.4

0.4

0.3

1.9

0.5

1.2

0.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

クロス
集計



都市空間について
８

松山市は『住みやすいと思う』（※１）市民の割合は91.9％で、令和６年度の92.2％と同程度となった。
松山市は『住みやすいと思わない』（※２）市民の割合は8.0％で、令和６年度の7.6％と同程度となった。

問42 松山市は「住みやすい」まちか（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『住みやすいと思う』91.9％ 『住みやすいと思わない』8.0％

「交通の便が良くなる」が77.8％で最も高く、次いで「商業施設・娯楽施設が増える」（56.5％）、
「住宅条件が良くなる（家賃・地価など）」（34.3％）の順となっている。

＜問42で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問43 どうなれば松山市が住みやすくなるか（複数回答）

n=108

26

n=

1,358 40.1 51.8 5.9 2.1 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

77.8 

56.5 

34.3 

32.4 

20.4 

19.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

交通の便が良くなる

商業施設・娯楽施設が増える

住宅条件が良くなる（家賃・地価など）

働く場所が増える

まちの治安が良くなる

その他

無回答
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資料10

松山市は『住みやすいと思う』市民の割合は、性別では、［男性］（92.3％）、［女性］（92.5％）で男女ともに全体値
（91.9％）と同程度となった。

年齢別では、［40歳代］（93.7％）が最も高く、［20歳代以下］（87.8％）が最も低い結果となった。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢
別

40.1

38.5

42.4

22.2

38.6

35.2

42.1

36.9

36.2

48.9

51.8

53.8

50.1

55.6

49.2

54.0

51.6

54.5

56.9

44.0

5.9

5.3

5.8

13.0

8.3

8.5

4.1

6.1

4.3

6.0

2.1

2.4

1.6

5.6

3.0

2.3

2.3

2.5

2.2

1.1

0.2

0.1

3.7

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

資料8資料7資料6資料5資料4資料3資料2資料1 問42 松山市は『住みやすいと思う』性別／年齢別結果
クロス
集計



今後も松山市に『住み続けたいと思う』（※１）市民の割合は81.9％で、令和６年度の81.4％と同程度となった。
今後は松山市に『住み続けたくないと思う』（※２）市民の割合は2.5％で、令和６年度の3.4％と同程度となった。

問44 今後も松山市に住み続けたいか（単一回答）

『住み続けたい』81.9％ 『住み続けたくない』2.5％

（※１）「ずっと住み続けたい」＋「どちらかといえば住み続けたい」 （※２）「住み続けたくない」＋「どちらかといえば住み続けたくない」

28

今後も松山市に『住み続けたいと思う』市民の割合は、性別では、［男性］（84.4％）、［女性］（81.6％）と［男性］が全体値
（81.9％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［70歳以上］（90.2％）が最も高く、［20歳代以下］（64.4％）が最も低い。また、［50歳代］（83.6％）、
［60歳代］（85.8％）、［70歳以上］が全体値を上回る結果となっている。

n=

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

性
別

年
齢
別

45.1

43.8

18.5

24.2

31.8

38.0

38.5

51.4

60.6

39.3

37.8

42.6

40.2

45.5

42.5

45.1

34.4

29.6

12.6

14.1

29.6

27.3

18.8

17.2

13.5

10.5

6.3

1.3

1.7

1.9

3.8

1.7

1.4

0.8

1.1

1.4

0.4

1.2

3.7

3.8

1.1

0.5

1.2

0.7

1.3

1.4

3.7

0.8

1.1

0.5

0.8

1.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=

1,358 43.3 38.6 14.1 1.5 1.0 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住み続けたい どちらかといえば住み続けたい どちらともいえない どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない 無回答



環境について
９

『環境にやさしい行動をしていると思う』（※１）市民の割合は81.1％で、令和６年度の76.5％より4.6ポイント増加した。
『環境にやさしい行動をしていると思わない』（※２）市民の割合は18.1％で、令和６年度の22.4％より4.3ポイント減少した。

問45 「環境にやさしい行動をしている」と思うか（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『行動をしている』81.1％ 『行動をしていない』18.1％

「何をしてよいか分からない」が50.6％で最も高く、次いで「行動するきっかけがない」（42.9％）、
「行動する時間がない」（23.7％）の順となっている。

＜問45で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問46 「環境にやさしい行動をしている」と思わない理由（複数回答）

n=245

29

n=

1,358 17.1 64.0 14.6 3.5 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

50.6 

42.9 

23.7 

6.5 

1.2 

0% 20% 40% 60%

何をしてよいか分からない

行動するきっかけがない

行動する時間がない

その他

無回答
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資料11

『環境にやさしい行動をしていると思う』市民の割合は、性別では、［男性］（76.7％）、［女性］（84.1％）で［女性］が
全体値（81.1％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［70歳以上］（88.7％）が最も高く、［30歳代］（71.6％）が最も低い結果となっている。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢
別

17.1

15.6

18.3

14.8

15.2

11.9

10.0

16.0

16.7

27.8

64.0

61.1

65.8

66.7

58.3

59.7

70.6

64.8

67.8

60.9

14.6

16.7

13.1

14.8

18.9

22.2

16.7

13.9

13.8

7.4

3.5

5.3

2.3

1.9

5.3

5.7

2.3

4.5

1.4

3.2

0.9

1.3

0.5

1.9

2.3

0.6

0.5

0.8

0.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

資料10資料8資料7資料6資料5資料4資料3資料2資料1 問45 『環境にやさしい行動をしていると思う』性別／年齢別結果
クロス
集計



安全・安心について
10

『日頃から災害に備えていると思う』（※１）市民の割合は55.9％で、令和６年度の54.5％より1.4ポイント増加した。
『日頃から災害に備えていると思わない』（※２）市民の割合は43.8％で、令和６年度の45.1％より1.3ポイント減少した。

問48 「日頃から災害に備えている」と思うか（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『備えていると思う』55.9％ 『備えていると思わない』43.8％

「行動するきっかけがない」が52.4％で最も高く、次いで「何をしてよいか分からない」（36.8％）、
「行動する時間がない」（21.8％）の順となっている。

＜問48で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問49 「日頃から災害に備えている」と思わない理由（複数回答）

n=595

31

n=

1,358 7.7 48.2 32.5 11.3 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

52.4 

36.8 

21.8 

8.1 

0.3 

0% 20% 40% 60%

行動するきっかけがない

何をしてよいか分からない

行動する時間がない

その他

無回答



「家庭内備蓄をしている」が72.5％で最も高く、次いで「ハザードマップ等であらかじめ避難所や避難経路を確認している」
（54.9％）、「ローリングストックをしている」（38.7％）、「家具固定をしている」（32.1％）の順となっている。

＜問48で「どちらかといえばそう思う」又は「そう思う」とお答えの方のみ＞

問50 「日頃から災害に備えている」と思う理由（複数回答）

「食料や水」が94.0％で最も高く、次いで「生活用品」（64.1％）、
「トイレに関する備蓄」（55.6％）の順となっている。

＜問50で「家庭内備蓄」又は「ローリングストック」をしているとお答えの方のみ＞

問51 「家庭内備蓄」又は「ローリングストック」の内容（複数回答）

n=759

n=630

「重量のある家具・家電などの一部は固定できている」が48.4％で最も
高く、次いで「重量のある家具・家電などの固定はできている」
（38.5％）の順となっている。

＜問50で「家具固定をしている」とお答えの方のみ＞

問52 「家具固定」の内容（単一回答）

32

94.0 

64.1 

55.6 

4.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料や水

生活用品

（給水袋やカセットコンロ、

カセットボンベなど）

トイレに関する備蓄

（携帯用トイレ、簡易トイレなど）

その他

無回答

n=

244 11.5 38.5 48.4 0.8 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ全ての家具・家電などの固定ができている 重量のある家具・家電などの固定はできている

重量のある家具・家電などの一部は固定できている その他

無回答

72.5 

54.9 

38.7 

32.1 

16.7 

2.4 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

家庭内備蓄をしている

ハザードマップ等であらかじめ避難所や避難経路を確認している

ローリングストックをしている

家具固定をしている

防災訓練に参加している

その他

無回答
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資料12

『日頃から災害に備えていると思う』市民の割合は、性別では、［男性］（51.7％）、［女性］（58.8％）で［女性］が全体値
（55.9％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［60歳代］（62.0％）が最も高く、［20歳代以下］（47.0％）が最も低い結果となった。

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢
別

7.7

7.5

8.0

5.6

9.1

9.1

6.3

4.5

8.0

10.6

48.2

44.2

50.8

50.0

37.9

47.7

48.4

46.7

54.0

48.6

32.5

36.5

30.4

22.2

35.6

31.3

36.2

34.4

29.7

29.9

11.3

11.5

10.6

20.4

17.4

11.9

9.0

13.9

8.3

10.6

0.3

0.4

0.1

1.9

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

資料11資料10資料8資料7資料6資料5資料4資料3資料2資料1 問48 『日頃から災害に備えていると思う』性別／年齢別結果
クロス
集計



連携について
11

『デジタル化で生活が便利になったと思う』（※１）市民の割合は75.0％で、令和６年度の65.4％より9.6ポイント増加した。
『デジタル化で生活が便利になったと思わない』（※２）市民の割合は23.6％で、令和６年度の33.6％より10.0ポイント減少
した。

問53 「デジタル化で生活が便利になった」と思うか（単一回答）

（※１）「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 （※２）「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」

『便利になったと思う』75.0％ 『便利になったと思わない』23.6％

「デジタル化に苦手意識がある」が47.7％で最も高く、次いで「デジタル化の利便性を感じる機会がない」（45.2％）、
「デジタル化で不便さを感じている」（18.1％）の順となっている。

＜問53で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」とお答えの方のみ＞

問54 「デジタル化で生活が便利になった」と思わない理由（複数回答）

n=321

34

n=

1,358 21.4 53.6 16.6 7.0 1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

47.7 

45.2 

18.1 

5.3 

2.5 

0% 20% 40% 60%

デジタル化に苦手意識がある

デジタル化の利便性を感じる機会がない

デジタル化で不便さを感じている

その他

無回答



『ＳＤＧｓについて知っている』（※１）市民の割合は83.3％となっている。

問55 ＳＤＧｓの認知度（単一回答）

『知っている』83.3％

（※１）「内容を含め知っている」＋「内容は分からないが、聞いたことがある」

35

資料13

『デジタル化で生活が便利になったと思う』市民の割合は、性別では、［男性］（72.5％）、［女性］（77.1％）で［女性］が
全体値（75.0％）を上回る結果となっている。

年齢別では、［20歳代以下］（91.6％）が最も高く、［70歳以上］（54.6％）が最も低い結果となった。

資料12資料11資料10資料8資料7資料6資料5資料4資料3資料2資料1 問53 『デジタル化で生活が便利になったと思う』性別／年齢別結果

n=

1,358

男 性 532

女 性 772

回 答 し な い 54

20 歳 代 以 下 132

30 歳 代 176

40 歳 代 221

50 歳 代 244

60 歳 代 276

70 歳 以 上 284

全 体

性
別

年
齢

別

21.4

22.7

20.6

18.5

33.3

30.1

29.9

17.2

19.6

10.2

53.6

49.8

56.5

50.0

58.3

59.1

51.6

59.0

54.7

44.4

16.6

17.1

15.8

24.1

6.1

5.7

13.6

17.2

19.2

27.5

7.0

8.8

6.0

3.7

2.3

5.1

5.0

5.3

5.4

14.4

1.4

1.5

1.2

3.7

1.2

1.1

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

クロス
集計

n=

1,358 45.6 37.7 7.1 9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容を含め知っている 内容は分からないが、聞いたことがある 知らない（聞いたこともない） 無回答
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